























泰」なのは 5～10％の言語だけだという（マイケル・クラウス 2002: 171）。このような言語
の危機的な状況に警鐘を鳴らすべく，ユネスコは 2009年 2月，消滅の危機の度合いの高い
約 2,500の言語のリストと，それらが話されている地域を示した地図からなる，Atlas of the 



































調査は 2010年 9月 10日～9月 14日に行なった。調査地点は喜界島の 10集落（図 2），話

















o，a／の 5母音体系だった。そこへ連母音 auの融合によって ɔːが生まれ，この ɔːに押され
る形で本来の oが uに変化した。これと並行して，前舌母音でも連母音 aiの融合によって
ɛːが生じ，ɛːに押される形で本来の eが e→ ë→ ïのように変化した（図 3①）。ɔːと ɛːは
その後，oː，eːとして定着し，／i，ï，u，e，o，a／の 6母音体系ができあがった。これにさ
らに連母音 aeから生まれた ëːが加わったのが，北奄美の 7母音体系／i，ï，u，e，ë，o，a／












ような連母音が eː，ëː，oːとして定着したのに加え，共通語の iと eに対応する母音が iと 㸍
で区別を保っている。そのために，母音の種類が 7種類と多くなっている。喜界島南部方言
では，北部方言の iと 㸍が iに統合し，eːと ëːが eːに統合して 5母音になっている。
ただし，実際にはこの表どおりにいかない場合も多い。特に，前後の子音や母音の影響を
受けて母音の発音が変化しているような場合は，表 1のような対応関係のとおりにならない。
図 3　奄美沖縄方言の母音の推移（中本 1976: 110より）
木部　暢子
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詳細は後に述べることにして，ここではまず，喜界島方言の母音の問題点を整理しておこう。
問題となるのは次の点である。①北部と南部の違いが如何にして生じたか，つまり，南部方
言で iと 㸍の統合が如何にして進んだか，②同じく南部方言で eːと ëːの統合が如何にして
進んだか。特に，今回の調査では，直前の子音の種類によっては，南部方言でも規則的に 㸍
が現れることが確認された。また，eːと ëːの区別にも，直前の子音が関係している。以下












音を含む語を表 3にあげる。これらは，共通語の eに対応する母音である（表 1参照）。
表 3を見ると，喜界島南部方言でも，㸍が結構，使われているのに気がつく3。特に，中里
では，同一話者の，同一語の発音に iと 㸍の両方が現れ，iと 㸍がかなり揺れている。また，







3　中本（1976: 345）では，塩道方言で ïを使うとの報告があるが，今回の調査では，塩道の 6人の話者は全員，ï（また
は 㸍）を持っていなかった。塩道ではこの 30年の間に，ï→ iの変化が進んだようである。
表 1　共通語と喜界島方言との母音の対応関係
共通語 i e u，o a ai ae ou
喜界島北部 i 㸍 u a eː ëː oː
喜界島南部 i i（㸍） u a eː oː
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奄美喜界島方言の母音の特徴について
表 2　喜界島の北部でも南部でも iと発音される母音（共通語の iに対応する母音）の例
単語 昼 肘 首 実 網 血 道
直前の子音 ［p,ç,㷡］ ［p,ç］［㷢］ ［b］ ［m］ ［m］ ［t㷡］ ［m］［t㷡］
小野津 p㷊i㶵u pi㷢i～㸐i㷢i nubui（喉首か） miː ami t㷡㷊iː mit㷡i
志戸桶 pi㶵u pi㷢i k㷊ubi m㸍ː 㷊am㸍 t㷡iː mit㷡i
塩道 pi㶵u pi㷢i k㷊ubi miː ami t㷡㷊iː mit㷡i
阿伝 㷡i㸎maː çi㷢i nubiː（喉首か） miː ami t㷡iː mit㷡i
湾 ma㷡i㸎ma çi㷢i k㷊ubi miː 㷊ami t㷡㷊iː mit㷡i
中里 çi㶵u çi㷢i k㷊ubi miː 㷊ami t㷡㷊iː mit㷡i
単語 荷 鬼 傷 時 釘
直前の子音 ［n㸗］ ［n㸗］ ［k］ ［k］ ［n㸗,㷅］
小野津 n㸗imutsu 㷊un㸗i k㷊izu tuki k㷊un㸗i
志戸桶 n㸗iː 㷊un㸗i k㷊izu tuki k㷊un㸗i
塩道 n㸗iː 㷊un㸗i k㷊izu NR k㷊un㸗i
阿伝 ── un㸗i t㷡idu tuki k㷊u㷅i
湾 n㸗iː～n㸗imutu on㸗i t㷡idu NR ──
中里 n㸗iː 㷊un㸗i t㷡izu ── k㷊un㸗i
表 3　 喜界島の北部で 㸍，南部方言で iと発音される母音（共通語の eに対応する母音）の例
単語 屁 目 雨 豆 手 表
直前の子音 ［p,㸐,ç］ ［m］ ［m］ ［m］ ［t］ ［t］
小野津 p㸍ː～㸐㸍ː m㸍ː am㸍 mam㸍 t㸍ː umut㸍
志戸桶 p㸍ː m㸍ː 㷊am㸍 mam㸍 t㸍ː umut㸍
塩道 piː miː ami mami tiː umuti
阿伝 piː～㸐iː miː ami mami tiː 㷊umuti
湾 çiː miː 㷊ami mami tiː 㷊umuti
中里 çiː miː 㷊ami mami～mam㸍 tiː～t㸍ː 㷊umuti
単語 筆 根 骨 胸 怪我 情け
直前の子音 ［d］ ［n］ ［n］ ［n］ ［k］ ［k］
小野津 pudi n㸍ː pun㸍～㸐un㸍 mun㸍 k㸍㷅a nasak㸍




㸐uniː muni ki㷅a nasaki
阿伝 㸐udi niː 㸐uni muni ── NR
湾 㸐ude（共通語的） n㸍ː 㸐un㸍 mun㸍 ── NR
中里 㸐udi n㸍mutu 㸐un㸍 mun㸍 ki㷅a～k㸍㷅a ──
木部　暢子





















「荷」 「鬼」 ： 「根」 「骨」 「胸」
塩道 n㸗iː 㷊un㸗i ： （hi㸎 pin㸗iː） 㸐uniː muni
阿伝 n㸗iː un㸗i ： niː 㸐uni muni
阿伝方言に関しては，岩倉市郎（1941）『喜界島方言集』の凡例の部分に，「「ネィ」は〔ni〕




















単語 血 肘 荷 手 筆 根
直前の子音 ［t㷡］ ［㷢］ ［n㸗］［t］ ［d］ ［n］
北部（小野津・志戸桶） t㷡㷊iː pi㷢i n㸗iː t㸍ː 㸐ud㸍 n㸍ː
南部（塩道・阿伝） t㷡㷊iː pi㷢i／çi㷢i n㸗iː tiː pudi／㸐udi niː
南部（湾） t㷡㷊iː çi㷢i n㸗iː tiː 㸐ude n㸍ː








喜界島諸方言の iと 㸍の状況を以下にまとめておこう（5.4の図 4も参照）。
①喜界島北部の小野津と志戸桶の方言では，すべての子音の後で iと 㸍が対立する。iは共
通語の iに，㸍は共通語の eに対応している。これが喜界島の古い形である。
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由で，n㸗iと n㸍の中に痕跡的に iと 㸍の対立が残っている。
④塩道と阿伝の方言では，すべての子音の後で iと 㸍が対立しない。子音が nの場合には，
口蓋化子音（n㸗）と非口蓋化子音（n）の違いの中に iと 㸍の対立の痕跡が残っている。n
以外の歯茎音の場合も，t㷡と t，㷢と dの違いの中に iと 㸍の対立の痕跡が残っている。
5.2　喜界島方言の eːと ëː














aは共通語の aに対応し，喜界島方言の uは共通語の uと oに対応している。uについて，
ひとつ触れておかなければならないのは，古典語の「オ」と「ヲ」の区別を残している点で
ある。喜界島方言ではア行の「オ」に対応する音が 㷊uと発音され，ワ行の「ヲ」に対応す
る音が wuないし 㷅uと発音される。「オ」と「ヲ」は，中央日本語では 11世紀ごろ１つに
表 5　歯茎音以外の子音
共通語母音 i e
単語 昼 実 網 屁 目 雨
直前の子音 ［p,ç,㷡］ ［m］ ［m］ ［p,㸐,ç］ ［m］ ［m］
北部（小野津） p㷊i㶵u miː 㷊ami p㸍ː～㸐㸍ː m㸍ː 㷊am㸍
南部（塩道・阿伝） pi㶵u miː ami piː～㸐iː miː ami
南部（湾） （ma㷡i㸎ma） miː 㷊ami çiː miː 㷊ami




単語 酒 腕 竹 兄弟 苗
直前の子音 ［s］ ［t］ ［d］ ［d］ ［n］
小野津 seː udi deː k㸗oːdeː neː
志戸桶 seː 㷅uteː（五体） deː ── neː
塩道 seː～㷡eː 㷅uteː（五体） deː 㷡oːdeː neː
阿伝 seː tiː（手） deː soːdeː neː
湾 seː 㷊udi deː soːdeː nae
中里 seː～㷡eː 㷅uteː（五体） deː soːdeː ──
表 7　北部方言で ëː，南部方言で eːと発音される母音の例
単語 蝿 前 額 南風（はえ）
直前の子音 ［p,㸐,h］ ［m］ ［m］ ［㸐,p］
小野津 pëː mëː mëːt㷡aː 㸐eːni㷡i（はえにし）
志戸桶 㸐ëː～pëː mëː mëːt㷡iː 㸐ë㸎kad㷢i（はえの風）
塩道 heː meː mett㷡iː peː（はえ）
阿伝 peː～㸐eː meː ── 㸐eː（はえ）
湾 heː meː mitt㷡eː he㸎kadiː（はえの風）
中里 heː meː mitt㷡eː hёː（はえ）
表 8　古典語のワ行のヲに由来する音（wuまたは 㷅uに網掛けをする）
単語 夫 女 叔母 叔父 おととい
小野津 utu unaŋu ubaː ud㷢iː 㷊uttiː
志戸桶 utu unaŋu 㷊ubakk㸍（ː）～㷊uba 㷊u㸎m㷆iː wuttiː
塩道 wut㷊u wuna㷅u 㷊a㸎maː～㷊aniː k㷊i㸎kaː wuttiː
阿伝 㷅utu 㷅unau 㷅uba 㷅ud㷢i ──
湾 wutu wuna㷅u wubaː wud㷢iː wuttiː
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表 9　古典語のア行のオに由来する音
単語 奥 音 鬼 親
小野津 uku 㷊utu 㷊un㸗i tu㷢itu（tu㷢i（妻）・utu（夫））
志戸桶 㷊uk㷊u 㷊utu 㷊un㸗i 㷊uja
塩道 㷊uku utu 㷊un㸗i 㷊uja
阿伝 㷊uku utu un㸗i ──
湾 NR 㷊utu on㸗i uja












短母音 i 　 㸍 　 u i i～㸍 u i 　 u
a a a
長母音 iː 　 㸍ː 　 uː iː iː～㸍ː uː iː uː
aː aː aː
図 4　喜界島諸方言の母音体系





















































Abstract: Kikaijima dialects belong to the Amami dialect group, which was designated as 
an endangered language by UNESCO. We investigated these dialects in 2010. In this 
paper, we report on the vowel features of Kikaijima dialects based on the data we collect-
ed. We can summarize as follows. (i) Northern Kikaijima dialects have seven vowels (i, 㸍, 
u, a, e, ë, o), and southern Kikaijima dialects have five vowels (i, u, a, e, o). This result 
is almost the same as what was reported forty years ago. (ii) However, [㸍] appears after [n] 
even in southern Kikaijima dialects. This suggests that the vowel shift advanced at differ-
ent speeds depending on the preceding consonant.
